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1.目的 

 本研究のテーマは、ブログユーザーのためのブログの

記事の管理手法の構築である。ブログサイト自体は、10

年以上前から既に存在している。実際に私もブログユー

ザーではあるが、使用しているブログサービスがもしかし

たら終わるかもしれないという不安を感じた。そこで、ブロ

グサービスの機能を使用しながら、半永久的にブログの

記事を保存できるかを調査した。 

 

2.ブログの記事の内容 

 私自身が発達障害者であることから、他の発達障害者

の行動が気になった。発達障害者の情報はたくさん出

回っているが、私が研究用のブログを開始するにあたり、

発達障害の本を紹介したいと考えた。 

 ブログの構成を順に並べると、 

 ・タイトル ・記事 ・アンケート ・コメントへの誘導 

と大きく分けて四つである。記事の末尾には、紹介した

本の情報リンクを挿入した。なお、ライブドアブログをメイ

ンブログに使用した。 

 本研究で使用したアンケートフォームは以下の通りで

ある。 

・忍者アンケートフォーム 

・Google フォーム 

 今回使用したアンケートフォームは二つとも、作成者の

好みに合わせて作成できる。図 1 は Google フォームで

作成したアンケートフォームの一例である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：アンケートフォームの一つ 

 

 私は今回、本研究のブログの感想を可視化するために

アンケートフォームを使用した。アンケートフォームの結

果を計算ツールで表示しやすいようにカスタマイズしな

がら、表を作成したかったので、アンケート結果から自由

にグラフ作成しやすいGoogleフォームを研究用のブログ

に採用した。 

 

3.使用したブログサービスの概要 

 ブログサービスの使用は会員制になっており、会員登

録してログインしなければ、記事を書くことも、記事を他

のサービスに移すこともできない。ログインをすると管理

ページに移動し、インポート(取り入れ)・エクスポート(取り

出し)などの各機能が使用できるようになる。 

 本研究で使用したブログサービスは以下の通りであ

る。 

・livedoor Blog(メイン) 

・Seesaa ブログ 

・Yahoo!ブログ 

・Wordpress.com 

 本研究で使用した MovableType は、ブログなどの Web

サイトを構築できるサービスである。この MovableType を

使用したエクスポート形式を MovableType 形式と呼び、

他のブログサイトでも共通して利用できる。 

 他サイト間でのやり取りは、MovableType 形式を使用し

た。図2が研究結果で判明したMovableType形式のやり

取りをまとめたものである。 

 

 

 

 

 

 

図 2：MovableType 形式の記事のやり取り 

 

4.総評 

 一番の課題であるブログの半永久的な管理はブログサ

ービス内にあるインポート・エクスポート機能を使用し、他

サイトに移動させることによって解決した。 

 しかし、私自身の力量不足が露呈してしまい、本研究

が上手く行かなかった部分があった。次の課題は、記事

の数を定期的に増やすことである。記事数を増やせば、

上手く集計できなかったアンケートフォームの結果が改

善されるのではないかと感じた。 


